別添様式１
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長崎県・雲仙市立大塚小学校・六年
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　「いらっしゃい、よく来たね。」
笑顔で迎えられました。温かくおいしいご飯を食べさせてもらい、帰りにはお土産まで頂きました。とても居心地が良く、また行きたくなりました。
　その場所は、『こども地域食堂ちびっこレストラン』私の父は、福祉の仕事をしています。その父に連れられて行ったのです。
「なぜ、こんな場所があるの？」と父に尋ねてみました。地域の人や子どもたちに安心できる場所を作るため、ボランティアでしてくださっているのだそうです。その時は、こんな場所もあるんだなと思っただけでした。
　それからしばらくして、幼い子どもが親から放置され、食事もできずに亡くなったという事件を新聞で読みました。とても驚きました。苦しみながら亡くなったその子のことを思うと悲しくてたまらなくなりました。その時、『ちびっこレストラン』のことが頭に浮かびました。
「困った時にいつでも遊びに来て欲しい。」
そう言われていました。初めて行った場所なのに、なぜか温かい気持ちになったのを覚えています。
　虐待をする親の中には、ストレスを抱えていたり、生活に困っていたりしていると新聞に書いてありました。もし身近に『ちびっこレストラン』のような場所があれば、味方になり助けてくれる人がいれば、親は孤立することなく犠牲になる子どもも出なかったかもしれません。地域のつながりは、とても大切なものだと感じます。
　またある時、テレビで少年犯罪を犯して長い間刑務所に入っていた人が、社会に出てもまた刑務所に戻ってしまうというニュースを見ました。その理由は、社会になじめないことと偏見や差別を受けてしまうからでした。
私も罪を犯した人は怖いと思ってしまいます。もちろん罪を犯したことは、悪いことです。でも、それを反省し、新しくやり直そうとしているのに、周りが邪魔をしてはいけないとも思いました。

　私の祖母は、更生保護女性会の会員です。犯罪や非行をしないように呼びかけたり、そうなってしまった人を支えたりする活動をしています。例えば、生活用品や食品などを更生施設や児童養護施設に届けています。また、『長崎ひまわりプロジェクトうんぜん』として、ひまわりの種や苗を学校や道路沿いの花壇に植えています。これは、地域が明るくなるようにしているそうです。

　私は、ちびっこレストランや更生保護女性会のように、誰にとっても安心して住みよい社会になるために活動してくれている人たちがいることを初めて知りました。私の周りにも、登校時に安全を見守ってくださっている地域の方がいます。これまであまり気にとめていませんでしたが、支えられていることに感謝の気持ちでいっぱいになりました。そして、私には何ができるのだろうと考えるようになりました。
　そこで、この夏休みに子ども会で『フードドライブ』という活動をしました。これまでは、バーベキューやレクリエーションなど自分たちが楽しむことばかりでした。また、新型コロナが流行して、何も活動しない時もありました。今年は私が子ども会会長なので、何かできることはないだろうかと両親に相談しました。そこで知ったのがこの『フードドライブ』です。
　『フードドライブ』とは、家にある食料品を集めてフードバンクに渡す活動です。集まった食料品は、本当に必要な人に届けられるそうです。確かに、家にも食べきれない食料品があります。これなら子どもの私にもできそうだと思いました。
　夏休みの公民館に、たくさんの食料品が集まりました。それを賞味期限が二ヶ月以上残っているか、常温で保存ができるものか、開封されていないかなど手分けして調べていきました。種類ごとに数を表にまとめました。この食料品が誰かの役に立つと思うと、とてもワクワクした気持ちになりました。
　他にも私にできることを考えてみました。それは、『あいさつ』です。私から「おはようございます。」と、地域や学校で言うようにしたいです。よく知らない人に言うのは恥ずかしかったり、勇気が必要だったりします。
しかし、あいさつをすると相手と気持ちが通じ合った気がします。あいさつには、人と人をつなげる不思議な力があるんだと思います。
　私はこれまで社会で起きる事件は、自分とは関係ないものだと思っていました。でも、悲しい事件を防いだり、失敗した人を許したりすることは、身近なことからでもできるということが分かりました。誰もが笑顔で安心して暮らしていけるよう、これからも私は、自分にできることを考え、実行していきます。
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